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および商業化することができます。 

 

アステラス製薬および第一三共は、世界の人々の健康に貢献していくことをそれぞれ

企業理念に掲げています。今回の提携により、一製薬企業という枠を超え、両社が保有

する資産・英知を有効に活用し、自社の強みを活かしながらオープンイノベーションを

加速し、革新的な医薬品を提供することを目指します。 

 

 
1) 高度にシステム化された手法で、非常に多数の化合物から創薬標的に反応する分

子を高速にスクリーニングする方法をいいます。創薬の初期において重要な役割

を担っており、新薬の種につながる良好な候補化合物を発見するための技術です。 
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お問い合わせ先 

アステラス製薬株式会社 広報部 

TEL: 03-3244-3201 

HP: http://www.astellas.com/jp 

第一三共株式会社 

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部 

報道関係者の皆様 03-6225-1126 

株式市場関係者の皆様 03-6225-1125 

HP: http://www.daiichisankyo.co.jp/ 

 


